
森
の
マ
ス
タ
ー
講
座

対
市
内
在
住
の
高
校
生
以
上

の
方
　
日
５
月
17
日（
土
）午

前
10
時
〜
午
後
３
時
　
内
サ

バ
イ
バ
ル
を
テ
ー
マ
に
、
火
を
お
こ
す

技
術
や
安
全
な
水
を
得
る
た
め
の
技
術
、

野
外
救
急
法
な
ど
　
定
10
人（
先
着
順
）
　

持
タ
オ
ル
、
昼
食
、
水
筒
、
軍
手
な
ど
　

申
４
月
１
日
〜
15
日
に
、
電
話
か
フ
ァ

ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
必（
６
㌻
）と
生

年
月
日
を
、
森
の
家
下
関（
Binfo@

feelkankyo.com

）へ
。

所
問
森
の
家
下
関（
☎
6
259－

８
５
５
５
）

リ
サ
イ
ク
ル
教
室

内
▽
１
・
15
日
＝
組
み
ひ
も　

▽
２
・

16
日
＝
布
あ
そ
び
教
室　

▽
３
・
17
日

＝
古
布
で
小
物
作
り　

▽
４
・
18
日
＝

裂
き
織
り
教
室　

▽
５
・
19
日
＝
布
の

リ
フ
ォ
ー
ム
教
室　

▽
６
日
＝
ガ
ー
デ

ニ
ン
グ　

▽
８
日
＝
廃
食
油
で
石
け
ん

作
り　

▽
８
・
22
日
＝
着
付
け
、
和
服

の
リ
サ
イ
ク
ル　

▽
10
・
24
日
＝
パ
ッ

チ
ワ
ー
ク
、
毛
糸
で
小
物
教
室
、
表
具

教
室　

▽
11
日
＝
染
色
教
室（
草
木
染
）　

▽
13
・
27
日
＝
ガ
ラ
ス
工
芸（
サ
ン
ド
ブ

ラ
ス
ト
工
法
）　
▽
16
・
18
日
＝
古
布
で

ぞ
う
り
作
り
　
申
４
月
１
日（
火
）か
ら

午
前
10
時
〜
午
後
５
時
に
電
話
で
。

問
環
境
み
ら
い
下
関（
☎
252－

７
２
２
０
）

考
古
よ
も
や
ま
話

日
４
月
19
日（
土
）午
後
１
時
30
分
〜
３

時
　
内
演
題
＝「
考
古
ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ

ン
プ
リ
〜
考
古
遺
物
を
用
い
た「
ゆ
る
キ

ャ
ラ
」か
ら
見
た
歴
史
背
景
と
地
域
性

の
一
考
察
」　
師
中
原
周
一（
考
古
博
物
館

主
任
）
　
定
80
人（
先
着
順
）
　
申
４
月

17
日（
木
）ま
で
に
、
直
接
か
電
話
、
フ

ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
に
必（
６
㌻
）を
書

い
て
、
考
古
博
物
館（
6
254－

３
０
６
２　

Bm
ain@

koukohaku.shim
onose

ki.yam
aguchi.jp

）へ
。

問
考
古
博
物
館（
☎
254－

３
０
６
１
）

旅
鳥
ヤ
ツ
ガ
シ
ラ
を
探
そ
う

〜
角
島
探
鳥
会
〜

日
４
月
５
日（
土
）午
前
９
時
〜
正
午
　

所
つ
の
し
ま
自
然
館
集
合
　
定
30
人（
先

着
順
）
　
料
200
円　

※
中
学
生
以
下
無

料（
保
護
者
同
伴
）
　
持
水
筒
、双
眼
鏡
・

カ
メ
ラ（
持
っ
て
い
る
方
）
　
申
４
月
３

日（
木
／
必
着
）ま
で
に
、
は
が
き
か
電

話
、フ
ァ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
で
必（
６
㌻
）

を
、
つ
の
し
ま
自
然
館（
〒
759－

５
３
３

２
市
内
豊
北
町
大
字
角
島
893
番
地
１　

Btsunoshim
akujira@ce.wakwak.

com

）へ
。

問
つ
の
し
ま
自
然
館（
☎
6
786－

０
４
３
０
）

再
資
源
化
推
進
団
体
募
集

　

廃
品
回
収
を
す
る
団
体
に
対
し
て
奨

励
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
奨
励
金
の

申
請
に
は
、
再
資
源
化
推
進
団
体
と
し

て
、
事
前
の
登
録
が
必
要
で
す
。

募
　
集

内
対
象
資
源
＝
市
内
の
家
庭
か
ら
排
出
さ

れ
る
古
紙
類
、
古
布
類
、
金
属
類　
▽
奨

励
金
＝
回
収
し
た
資
源
１
㌔
当
た
り
５
円

問
ク
リ
ー
ン
推
進
課（
☎
252－

７
１
６
５
）

埋
蔵
文
化
財
発
掘
・
整
理
作
業
業

務
の
日
々
雇
用
職
員
登
録
案
内

内
採
用
期
間
＝
平
成
26
・
27
年
度　

※

採
用
は
業
務
に
際
し
随
時　

※
登
録
の

有
効
期
間
は
、
登
録
日
か
ら
起
算
し
翌

年
度
ま
で
の
２
年
間
。
平
成
24
年
度
に

登
録
し
た
方
は
登
録
が
消
さ
れ
て
い
ま

す
　
申
所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項

を
書
い
て
、
直
接
か
郵
送
で
文
化
財
保

護
課（
〒
751－

０
８
６
６
市
内
大
字
綾
羅

木
字
岡
454
番
地
）へ
。
※
申
込
用
紙
は

文
化
財
保
護
課
で
配
布
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可

問
文
化
財
保
護
課（
☎
252－

３
８
６
７
）

６
月
１
日
〜
７
日
は
水
道
週
間

『
水
』に
関
す
る
作
品
募
集

対
市
内
の
小
・
中
学
生　

●
ポ
ス
タ
ー
・
絵
画
＝
テ
ー
マ「
水
道
」、

「
水
の
大
切
さ
」　

※
裏
に
学
校
名
、
学

年
、
氏
名
を
記
入

●
習
字
＝
課
題　

▽
小
学
１

年
生
〜
３
年
生
＝「
み
ず
」　

▽
小
学
４
年
生
〜
６
年
生
＝

「
水
道
週
間
」　

▽
中
学
生
＝
水
や
水
道

に
関
す
る
こ
と
な
ら
自
由　

※
作
品
の

左
端
に
学
校
名
、
学
年
、
氏
名
を
記
入

●
入
賞
作
品
展
示
＝
期
６
月
２
日
〜
８

日
　
所
シ
ー
モ
ー
ル
下
関（
竹
崎
町
四

丁
目
）※
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん

共
申
４
月
１
日
〜
５
月
９
日（
必
着
）に

持
参
か
郵
送
で
、
上
下
水
道
局
企
画
総

務
課（
〒
750－

８
５
２
５
市
内
春
日
町
７

番
32
号
）へ
。

問
上
下
水
道
局
企
画
総
務
課

 

（
☎
231－

８
７
５
４
）

下
関
市
イ
ル
カ
ふ
れ
あ
い
体
験
参
加
者
募
集

対
市
内
在
住
の
小
学
生
で
自
閉
症
な
ど

の
児
童　

※
事
前
に
医
師
の
診
断
あ
り

（
診
察
費
２
０
０
０
円
程
度
）　

※
参
加

経
験
の
あ
る
方
を
除
く
　
日
▽
第
１
ク
ー

ル
＝
６
月
５
・
12
・
19
・
26
日　

▽
第

２
ク
ー
ル
＝
７
月
３
・
10
・
17
・
24
日　

▽
時
間
＝
午
後
５
時
〜
６
時
30
分　

※

参
加
者
１
人
に
つ
き
１
ク
ー
ル（
４
日
間
）

の
み
体
験
で
き
ま
す
　
所
海
響
館
　
内

タ
ッ
チ
ン
グ
や
イ
ル
カ
と
共
に
泳
ぐ
体

験　

※
参
加
者
の
急
な
体
調
の
変
化
に

対
応
で
き
る
よ
う
市
民
病
院
の
職
員
が

付
き
添
い
ま
す
　
定
６
人（
抽
選
）　
料

２
万
１
６
０
０
円（
１
ク
ー
ル
４
日
間
分
）　

持
マ
リ
ン
ブ
ー
ツ
、
タ
オ
ル
な
ど　

申

４
月
１
日
〜
15
日
に
、
電
話
で
市
立
市

民
病
院
事
務
部
経
営
企
画
グ
ル
ー
プ
へ
。

問
市
立
市
民
病
院
事
務
部
経
営
企
画
グ

ル
ー
プ（
☎
231－

４
１
１
１
）

山
口
県
健
康
福
祉
祭
美
術
展

出
品
作
品
の
募
集

対
60
歳
以
上（
昭
和
30
年
４
月
１
日
以
前

に
生
ま
れ
た
方
）の
ア
マ
チ
ュ
ア
の
方
　

内
日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
、
工
芸
、
書
、

写
真　

※
４
月
21
日（
月
）締
め
切
り

問
い
き
い
き
支
援
課（
☎
231－

１
１
６
８
）

登
録
統
計
調
査
員
の
募
集

　

各
種
統
計
調
査
実
施
時
に

統
計
調
査
員
と
し
て
従
事
す

る
た
め
登
録
い
た
だ
け
る
方

を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
※
す
ぐ
に

調
査
を
依
頼
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

対
満
20
歳
以
上
の
健
康
な
方
で
統
計
調

査
に
理
解
が
あ
り
守
秘
義
務
が
守
れ
る

方
　
所
総
務
部
総
務
課
、
各
総
合
支
所

地
域
政
策
課
　
持
①
写
真（
約
４
㌢
×
３

㌢
）、
②
氏
名
・
生
年
月
日
・
住
所
が
確

認
で
き
る
も
の（
運
転
免
許
証
、
保
険
証

な
ど
）

問
総
務
部
総
務
課（
☎
231－

２
４
１
３
）

自
衛
隊
一
般
幹
部
候
補
生
募
集

対
22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
方
　
内
入
隊

＝
平
成
27
年
３
月
下
旬
〜
４
月
上
旬　

▽
待
遇
な
ど
＝
入
隊
後
約
１
年
で
幹
部

に
任
官
　
申
４
月
25
日（
金
）ま
で

問
自
衛
隊
下
関
出
張
所（
☎
223－

３
９
３
５
）

「
し
も
の
せ
き
元
気
ア
ッ
プ
」事
業

加
盟
事
業
所
の
募
集
開
始
！

　
「
し
も
の
せ
き
元
気
ア
ッ
プ
」事
業
と

は
、
市
内
の
加
盟
店
で
買
い
物
や
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
受
け
た
際
、
500
円
ご
と

に
も
ら
え
る
シ
ー
ル
を
20
枚
集
め
て
専

用
台
紙
に
貼
っ
て
応
募
す
る
と
、
抽
選

で
景
品
が
当
た
る
も
の
で
す
。

●
加
盟
事
業
者
の
募
集

申
４
月
16
日（
水
）ま
で　

※
詳
細
は
下

関
商
工
会
議
所（
☎
222－

３
３
３
３
）へ

問
商
工
振
興
課（
☎
231－

１
２
２
０
）

対…対象　日…日時　期…期間　所…場所　内…内容　師…講師　定…定員
料…参加費など　持…持参する物　申…申込方法　共…共通事項　問…問合先マークの見方平成26年４月号11

イ
ベ
ン
ト

ス
ポ
ー
ツ

講　

座

募　

集

保　

健

福
祉
・
医
療

保
険
・
年
金

相　

談

お
知
ら
せ



図
書
館
初
心
者
向
け
パ
ソ
コ
ン
講
座

日
４
月
17
・
24
日　

午
後
２
時
〜
３
時

30
分
　
所
ド
リ
ー
ム
シ
ッ
プ
３
階
パ
ソ

コ
ン
ル
ー
ム
　
内
▽
１
回
目
＝
図
書
館

の
蔵
書
検
索
・
予
約
・
延
長
の
方
法　

▽
２
回
目
＝
電
子
書
籍
の
見
方
　
定
20

人（
先
着
順
）
　
師
図
書
館
職
員
　
申
窓

口
か
電
話
で
。

問
中
央
図
書
館（
☎
231－

２
２
２
６
）

園
芸
セ
ン
タ
ー
の
講
座

①
参
考
書
に
は
な
い
、
ゼ
ラ
ニ
ウ
ム
の

新
し
い
育
て
方
＝
日
４
月
18
日（
金
）午

後
１
時
30
分
　
内
従
来
の
定
説
と
は
異

な
る
育
て
方
に
つ
い
て

②
楽
し
い
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
〜

草
花
の
年
間
管
理
〜
＝
期
４

月
〜
翌
年
３
月（
年
６
回
）　
▽

１
回
目
＝
４
月
22
日（
火
）午
後
１
時
30
分　

※
２
回
目
以
降
は
都
度
連
絡
　
内
実
技

を
通
じ
た
草
花
の
育
て
方
に
つ
い
て

③
日
陰
を
彩
る
！
シ
ェ
ー
ド
プ
ラ
ン
ツ

を
楽
し
も
う
＝
日
５
月
７
日（
水
）午
後

１
時
30
分

④
多
肉
植
物
の
寄
せ
植
え
教
室
＝
日
５

月
11
日（
日
）午
後
１
時

定
①
③
40
人
、
②
④
20
人（
各
抽
選
）
　

料
②
３
０
０
０
円
、
④
１
０
０
０
円

共
申
①
４
月
11
日
、
②
４
月
15
日
、
③

④
４
月
23
日
ま
で
に
、
往
復
は
が
き
で

必（
６
㌻
）を
、
園
芸
セ
ン
タ
ー（
〒
759－

６
６
１
３
市
内
富
任
町
五
丁
目
７
番
１

号
）へ
。

問
園
芸
セ
ン
タ
ー（
☎
258－

０
１
４
７
）

下関未来大学の受講生募集
　

第
３
回
目
の
本
年
度
も
市
と
市

立
大
学
が
共
同
で
開
校
し
ま
す
。

●
学
科
の
構
成
・
内
容

　

〜
新
し
く
な
り
ま
し
た
〜

【
関
門
地
域
学
科
】

下
関
の
、
知
っ
て
役
立
つ
、
た
め

に
な
る
幅
広
い
テ
ー
マ
を
興
味
深

く
学
び
ま
す
。

【
東
ア
ジ
ア
学
科（
芸
術
文
化
）】

東
ア
ジ
ア
に
視
点
を
広
げ
、
今
年

は
下
関
と
関
わ
り
の
あ
る
芸
術
・

文
化
を
中
心
と
し
た
テ
ー
マ
を
少

し
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
に
学
び
ま
す
。

【
ま
ち
づ
く
り
・
ひ
と
づ
く
り
学
科
】

（
新
設
）身
近
な
地
域
の
ま
ち
づ
く

り
を
テ
ー
マ
に
、
実
践
事
例
の
紹

介
を
交
え
、
ポ
イ
ン
ト
を
分
か
り

や
す
く
学
び
ま
す
。

対
市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
18

歳
以
上
の
方
　
日
内
表
の
通
り　

▽
表
中
※
印
を
除
き
午
後
６
時
30

分
〜
８
時
　
所
市
立
大
学
　
定
各

学
科
40
人
程
度（
先
着
順
）
　
料
各

学
科
５
０
０
０
円
　
申
４
月
１
日
〜

５
月
23
日（
消
印
有
効
）に
、
は
が

き
か
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
市
立
大

学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
公
開
講
座
」

で
、
◯必（
６
㌻
）と
希
望
学
科
名
、

氏
名（
ふ
り
が
な
）、駐
車
場
の
要
・

不
要
、
車
の
ナ
ン
バ
ー（
学
内
駐

車
希
望
者
の
み
）を
、
市
立
大
学

地
域
共
創
セ
ン
タ
ー（
〒
751－

８
５

１
０
市
内
大
学
町
二
丁
目
１
番
１

号　

6
253－

１
６
２
２
）へ
。

問
市
立
大
学
地
域
共
創
セ
ン
タ
ー

 

（
☎
254－

８
６
１
３
）

関門地域学科
月　日 内　容　／　講　師（敬称略）

６月８日（日）
　　　　  ※

関門鯨学① ～鯨の生態・鯨と下関の関わり
／下関海洋科学アカデミー鯨類研究室　室長　石川 創

６月25日（水）関門鯨学② ～捕鯨問題を考える／下関海洋科学アカデミー鯨類研究室　室長　石川 創

７月16日（水）
下関駅にぎわいプロジェクト～賑わいを下関駅前から周辺へ
／下関市立大学名誉教授　山口大学監事　坂本紘二
　下関市市街地開発課主幹　那須信行

７月30日（水）腰痛予防～腰と対話しよう／下関市立市民病院リハビリテーション科　主任　理学療法士　宮野清孝

８月６日（水）おいしい毒魚～フグの生物学あれこれ／水産大学校生物生産学科　教授　酒井治己

８月27日（水）陸上交通の大動脈～関門橋・関門トンネル／西日本高速道路㈱九州支社北九州高速道路事務所　副所長　中島博文

９月10日（水）下関の鉄道敷設計画～まぼろしの鉄道計画／菊川町民俗資料収集保存委員会　副会長　北條秀一

９月24日（水）未来に元気をつなぐ日々の食卓～地産地消が生むわたしと下関の活力／下関市食生活改善推進協議会　会長　家根内清美

10月８日（水）海上交通の要衝～関門海峡・下関港／国土交通省九州地方整備局下関港湾事務所　事務所長　仙﨑達治

10月22日（水）下関歴史散歩～平家秘話／赤間神宮　水野直房

東アジア学科（芸術文化）
月　日 内　容　／　講　師（敬称略）

６月８日（日）
　　　　  ※

下関から構想するエネルギーと私たちの未来～「自然エネルギー
革命」と「市民エネルギーやまぐち」
／認定NPO法人環境エネルギー政策研究所　所長　飯田哲也

６月17日（火）
山口・下関の歴史とフィールドから未来を考える～国家存亡の
危機に瀕したとき、山口の人々はどのように動いたか
／山口県立大学国際文化学部教授　安渓遊地

７月15日（火）映像でよりよい未来を！～映像を社会変革に使うメソッド／ユナイテッドピープル㈱　代表取締役　関根健次

７月22日（火）
里山と里海の物質循環の修復による地域活性化～落ち葉、腐葉
土、不圧地下水、海底湧水、海藻肥料について
／海藻研究所　所長　新井章吾

８月５日（火）オリーブオイルを上手に使いこなすために～オリーブオイルと健康／オリーブオイル・野菜・蜂蜜　認定ソムリエ　百留真由美

８月19日（火）海から賜ったもの～命の回廊をめぐる／革舟大工　洲澤育範

９月２日（火）周防大島郷土大学と「郷土学」～民俗学者宮本常一と「郷土大学」／NPO法人周防大島郷土大学理事　山根耕治

９月16日（火）
公共哲学と僕らの革命～共同体の崩壊、孤独死、無縁社会、移
民との共生など
／徳山工業高等専門学校　准教授　小川仁志

10月７日（火）

山口情報芸術センター（YCAM）の10年および芸術と地域社会
のこれから～市民活動としての芸術、オルタナティブ・スペー
スなどの実践
／山口大学教育学部美術教育教室准教授　中野良寿

10月21日（火）子どもの本の中に自分を見出す～子どもの本のできることは／㈱こどもの広場　代表　横山眞佐子

まちづくり・ひとづくり学科
月　日 内　容　／　講　師（敬称略）

６月８日（日）
　　　　  ※

下関市における地域分権の推進にあたって
～私が考えるあらたなまちづくり／下関市長　中尾友昭
～住民自治によるまちづくりの概要＆先進事例の紹介
／下関市総合政策部政策調整監　星出恒夫

６月19日（木）
継続的・持続的なまちづくりを行うために①
～市民力・地域力・組織力がもつ可能性と将来
／しものせき観光キャンペーン実行委員会　副会長　和田健資

７月３日（木）

継続的・持続的なまちづくりを行うために②
～実践から感じる地域の力と地域資源を活かすまちづくり
／楢原ゆうあい会　事務局長　柴田俊彦
～住みたくなるまちづくり
／住みたくなるふるさとづくり実行委員会　代表　藤岡基昭

７月17日（木）

継続的・持続的なまちづくりを行うために③
～コーディネーター、ファシリテーターの役割とテクニック（組織と地域をマネジメント）
／ NPO法人コミュニティ・コンサルタント　事務局長　岡本平和
～空き家リノベーションによるまちづくり
／NPO法人シンフォニーネット　理事長　岸田あすか

８月７日（木）地域（まち）づくりと人づくり～元気タウンメディア／㈱コミュニティエフエム下関　代表取締役　冨永洋一

８月21日（木）分権時代の市民と行政の新しい関係～地域が主体となり行政が参加する時代／下関市立大学教授　川野祐二

９月４日（木）わたしたちの暮らしからまちづくりを考える（演習）① ～地域の課題や資源（自慢）／下関市立大学准教授　杉浦勝章

９月25日（木）わたしたちの暮らしからまちづくりを考える（演習）② ～地域の課題解決、資源活用による活性化／下関市立大学准教授　杉浦勝章

10月16日（木）まちづくり・ひとづくりの可能性を考える～多様な価値観をまちづくりに活かす／下関市立大学准教授　森　邦恵

10月30日（木）あらたなまちづくりの実現に向けて～地域に期待するもの／下関市長　中尾友昭
（注１）※の日時＝午前10時～正午（開校式を含む）　　　（注２）講師などは変更の可能性がありますので、ご了承ください
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